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担当：斉藤　義久

• 答案は日本語の文章で作成すること．単なる数式の羅列であったり，矢印等の
記号を多用しすぎて意味不明になっている場合には，日本語の文章と認めない
場合がある．

• 字が汚くて読めない場合，仮に正しいことが書いてあったとしても『判読不
能』と見なして採点しない可能性があるので，注意すること．

[1] 次の不定積分を求めよ．ただし積分定数は無視して良い．

(1)

∫
x2exdx (2)

∫
dx

x3 − 1

[2] 次の積分が広義積分かどうか調べ，広義積分でない（＝普通の積分である）場合
には，その値を求めよ．また広義積分である場合には，収束・発散を判定し，収束
するならその値を求めよ．

(1)

∫ π

0

sin nx

sin x
dx (nは正の整数) (2)

∫ 1

0

xArcsinx√
1 − x2

dx

[3] 広義積分
∫ ∞

0

log x

1 + x2
dx の収束・発散を判定し，収束するならその値を求めよ．

[4] リーマン積分の定義にしたがって，
∫ a

0

x2dx =
a3

3
を示せ．ただし a > 0とする．

[5] f(x)を閉区間 [a, b]上の有界な可積分関数とし，[a, b]上の関数 F (x)を

F (x) :=

∫ x

a

f(t)dt (a ≤ x ≤ b)

と定める．このとき以下に述べることは正しいか？正しければ証明し，間違ってい
るなら反例を挙げて説明せよ．

(1) F (x)は (a, b)上の連続関数である．

(2) F (x)は (a, b)で微分可能である．

(3) F (x)が (a, b)で微分可能ならば，F (x)は f(x)の原始関数である．

[6] 非負整数 nに対し Pn(x) :=
dn

dxn
(1 − x2)nとおく．

∫ 1

−1

Pn(x)2dxを求めよ．
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